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KOKONステレオミラービューワ

定価   4,950 円
（本体 4,500 円 +税 10％）

商品の詳細はコチラ→
（https://www.kokon.co.jp/book/b166146.html）

空中写真を扱う技術者に大好評！

現場で使えるハンディな 3D ビューワ

活用法は他にもございます
詳細は裏面をご覧ください

【機能】ステレオミラービューワは、実体視用の画像を立体的にみるための3Dビューワです。裸眼で実体視
ができる方も、より正確で広範囲の実体視が可能になり、コンサル等の技術者に大変好評です。また、
視野を広くとることができるので PC 画面上での実体視が容易にできます。スクリーンに映した大
画面を複数人同時に実体視することも可能なため、判読情報の共有や技術の習得にも効果的です。

【実体視の方法】
① 実体視可能な２つの画像を用意します。空中写真の場合は重ね

ずに 2 枚並べます。PC の場合は、左右の画像内の同じ場所を
結ぶ線が水平になるように配置します（右上図）。

② ステレオミラービューワを、中央部のダイヤルが上になるよう
に持ち、 ダイヤルを右方向に、軽く止まる位置まで回します。

③ ステレオミラービューワを覗くと、右眼で右側の画像、左眼で
左側の画像を同時にみることになります。画像内の同じ場所（目
立つ建物や、特徴的な川や道路の屈曲点がわかりやすいです）
が２つみえるはずです。ダイヤルをゆっくり左方向に回すと、
２つの同じ場所がしだいに近づいてきます。そして、完全に重
なったとき、画像の全体が突然立体的にみえてきます（右下図）！       

【活用例】
・明治期に撮影されたステレオ写真をみるために
　『ステレオ写真で眺める明治日本』　　　本の詳細は→

・応用地形判読士など、実技試験の勉強に（空中写真判読）

・医療現場ではステレオ眼底カメラで撮影した視神経乳頭の画像の観察に

▲PC 画面での写真の並べ方
画像は「国土地理院の地図・
空中写真閲覧サービス」より

現場で使えるハンディな 3D ビューワ

▲実体視のイメージ
画像は地理院地図より作成

（3 次元表示：高さ方向の倍率 =3）



ステレオミラービューワで実体視してみよう！
【実体視のやりかた】

事前準備：ステレオミラービューワを中央部のダイヤルが上になるように
持ち、ダイヤルを右方向に軽く止まる位置まで回します。
1．ステレオミラービューワを覗き、右眼で右側の図や写真、左眼で左側

の図や写真を同時にみます。
2．図や写真の同じ場所（実体視サンプルの場合、黒点（●））を見ながら

ダイヤルをゆっくり左方向に回すと、 2 つの同じ場所が次第に近づいて
きます。

3．完全に重なった瞬間、画像の全体が立体的にみえます。

ステレオミラービューワからのみえかた
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【実体視サンプル】
左眼側 右眼側

『ステレオ写真で眺める明治日本』
井上卓哉 著　定価 3,300 円

1900 年前後に日本を訪れた英国人写真家
ポンティングが撮影した写真 56 点など
計 80 点のステレオ写真を収録。

「山頂火口を覗き込む人々」撮影：Herbert G. Ponting（Underwood & Underwood, 1904），
井上卓哉（2023）『ステレオ写真で眺める明治日本』より。

【実体視にチャレンジ！】

「大室山周辺」静岡県伊東市周辺で撮影された空中写真（2004 年撮影）

画像は「国土地理院の地図・空中写真閲覧サービス」より。
写真を 1 枚撮った後にカメラを約 6 cm平行移動し、もう 1 枚撮影する
ことで簡易的なステレオ写真ができ、簡単に実体視を楽しめます。
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